
歴史と自然を学ぶ会講演会での賀川光
夫さん（平成11年・大分文化会館で）

賀
川
光
夫
教
授
の
古
希
記
念
文
集
「
賀
川
光
夫
・
人
と
学
問」

の
末
尾
に
『
賀
川
光
夫
先
生
の
調
査
研
究
活
動
の
航
跡』
な
る
年

譜
が
つ
け
ら
れ
て
い
る。
残
念
な
が
ら
一
九
九
三
年
（

平
成
五）

一
月
現
在
で
終
わ
っ
て
い
る
が、
そ
れ
ま
で
同
氏
が
手
が
け
た
遺

跡
調
査
は
沖
縄
県
を
含
め
た
九
州
全
域
に
及
び、
遺
跡
の
種
類
も

石
器、
縄
文、

弥
生、
古
墳、
原
始・
奈
良
仏
教
の
各
時
代
に
に

及
ん
で
い
る。

加

藤

知

弘

縄
文
•

生
時
代
の
研
究

ーー
中
心
課
題、
一
貫
し
て
追
い
求
め
る

ーー

研
究
の

精
密
な

方
法

た
だ、
同
じ
年
表
か
ら、
同
氏
が，一
貫
し
て
追
求
し
て
い
た
中

心
課
題
が
「
縄
文
期
に
お
け
る
農
耕
文
化
起
源
論」
に
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る。

さ
ら
に
最
新
の
別
府
大
学
「
史
学
論
叢」
に
『
縄
文
中
期
農
耕

論』
を
連
載、
こ
の
稿
を
縄
文
晩
期
農
耕
論
に
つ
な
げ
た
い
と
も

述
べ、
死
の
直
前
ま
で
こ
の
問
題
を
追
求
し
続
け
よ
う
と
の
意
欲

が
う
か
が
え
た。
そ
の
期
待
さ
れ
た
成
果
を
み
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り、
残
念
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い。

こ
の
意
味
で、
最
も
重
要
な
発
掘
調
査
は一
九
六
五
（

昭
和
四

+）、
六
六
年
に
全
国
的
に
注
目
を
集
め、

東
大、

九
大、

東
北

大
な
ど
か
ら
も
考
古
学
者
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
た
緒
方
町
大
石

遺
跡
第
三、
四
次
調
査
で
あ
る。
こ
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
は、
賀

川
教
授
の
縄
文
農
耕
起
源
論
を
有
力
に
す
る
出
土
器
が
得
ら
れ
た

だ
け
で
な
く、
国
際
的
遺
跡
調
査
で
著
名
な
石
田
英一
郎
氏
や
泉

靖一
氏
ら
の
精
密
な
発
掘
調
査
方
法
を
学
び
得
た
こ
と
で
あ
る。

彼
ら
も
狩
猟
・
採
集
社
会
か
ら
農
耕
文
化
社
会
へ
ど
の
よ
う
に
転

換
し
て
い
く
の
か
を
解
明
す
る
重
要
な
調
査
と
し
て
評
価
し、
協

力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る。
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今
回
歪
曲
（
わ
い
き
ょ
く）

さ
れ
た
賀
川
教
授
の
発
掘
調
査
方

法
に
関
し
て
で
あ
る
が、

大
石
遺
跡
調
査
の
あ
と、

炭
化
し
た
モ

ミ
が
出
土
し
た
唐
津
市
汲
田
（
く
ん
で
ん
）

遺
跡
の
日
仏
合
同
調

査
で、
「
ス
プ
ー
ン
を
使
用
し
て、

そ
れ
こ
そ
一

セ
ン
チ
ず
つ
は

い
で
い
く
」

と
い
う
プ
リ
ジ
オ
ン
氏
（。ハ
リ
大
学
教
授）

の
や
り

方
を
「
無
駄
で
あ
っ
て
も
正
し
い
方
法
」

と、

賀
川
教
授
は
謙
虚

な
姿
勢
で
評
価
し
て
い
る。

学
問
へ

の

愛
着
の

深
さ

賀
川
教
授
の
考
古
学
者
と
し
て
の
原
点
は、

五
0
年
か
ら
五
二

年
の
国
東
町
安
国
寺
遺
跡
調
査
に
若
手
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加

し
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う。

現
在
で
は
も
ち
ろ
ん、

出
土

遣
物
の
整
理
の
た
め、

盛
夏
の
ニ
カ
月
間、

九
大
に
泊
り
込
む
熱

心
さ
で
あ
っ
た。

住
居
址
（
し）

を
取
り
巻
く
泥
濠
（
ご
う）

を
耕
作
田
地
と
し

て
い
た
後
期
弥
生
時
代
の
遺
跡
の
調
査
が、

農
耕
文
化
研
究
の
出

発
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

安
国
寺
遺
跡
へ
の
愛
着
の
深
さ
が
理

解
で
き
る
し、

県
内
の
文
化
財
保
存
を
熱
心
に
訴
え
続
け
て
き
た

賀
川
教
授
の
考
え
方
を
生
か
す
遺
跡
復
元
を
国
東
町
が
行
っ
た
こ

と
は
よ
ろ
こ
ば
し
い
。

七
七
年
に
出
版
さ
れ
た
「
農
耕
の
起
源」

で
は
大
石
遺
跡
調
査

を
核
心
部
分
に
据
え
な
が
ら、

農
耕
文
化
の
起
源
の
伴
う
土
器、

石
器、

埋
葬、

祭
祀
（
さ
い
し）

住
居
の
変
化
の
有
無
を
詳
細
に

検
討、

貴
重
な
発
掘
調
査
の
経
験
と
知
見
か
ら
具
体
的
な
推
定
を

行
っ
て
い
る。

特
に
縄
文
後
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
の
遺
跡
か
ら

出
土
す
る
”
黒
色
研
磨
土
器“

が、

中
国
西
安
東
方
の
仰
詔
（
ぎ
ょ

う
し
ょ
う）

文
化
遺
跡
11

半
波
（
は
ん
ぱ）

な
ど
11

や、

そ
れ
に

続
く
竜
山
文
化
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
黒
陶
の
系
譜
で、

ヒ
工
、

ア

ヮ
と
共
に
朝
鮮
半
島
経
由
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
の
説
は、

中
国

や
韓
国
の
学
者
た
ち
も
注
目
さ
れ
て
い
る。

広
く
東
ア
ジ
ア
を
視
野
に
入
れ
て、

縄
文
期
を
考
え
よ
う
と
の

調
査
研
究
活
動
を
進
め
て
い
る
時
の、

不
慮
の
死
で
あ
っ
た。

（
大
分
大
学
名
営
教
授）

当
史
談
会
が
賀
川
先
生
に
最
後
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
は、

み

ろ
く

一

昨
年
秋
（
史
跡
探
訪
会）

で
し
た。

宇
佐
八
幡
の
弥
勒
寺

I
J
•

も

跡
や
薦
神
社
な
ど
笑
顔
で
説
明
し
て
頂
い
た
の
が
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。

た
だ
た
だ、

ご
冥
福
を
祈
る
ば
か
り
で
す。

史
談
会
役
員
一

同
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